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 （続柄：　　　　　　　） Fax:

職名

担当教科

〒

Tel:

Fax:

１．JICA主催の事業へ参加されたことがありますか？　　　

２．（１、であると答えた方）　何の事業にいつ頃参加されましたか？

（事業名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時期：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

会話が堪能

　　□　ある □　なし

年 　　　国名

年 　　　国名

年 　　　国名

ある ない □ある

年度

□なし

　          モンゴル語          

（4×3㎝または4.5×3.5㎝）
裏面に氏名を記入

意思疎通
可能

渡航時の連絡先

氏名英文表記

JICA主催事業
参加について

過去の申込経験

平成22年　　　月　　　　　日　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

今後もＪＩＣＡ二本松から国際協力や開発教育支援関連の情報の送付を希望される場合は☑願います。
　□ 送付を希望する (□ 学校宛　　□ 自宅宛　；□ Ｅ-メール　　□ 郵送)　　　　　□ 希望しない　　　　※☑がない場合は送付しません

アレルギー・病気等

外国語会話について 海外渡航の経験

　                     語          

ふりがな

所属学校名
（正式名称）

学校住所

趣味・特技

応募書類において入手しました個人情報は、本研修の選考および派遣業務のみに使用します。当該情報は当機構にて厳重に管理し、正当な理由なく第
三者への開示、譲渡および貸与することは一切ありません。ただし、当機構との間で機密保持契約を締結した第三者に対し、本研修に関する業務を委
託する場合を除きます。なお、本研修への参加が決定された方については、事後の活動やフォローアップのための連絡等に際して、必要な情報(氏名、
勤務校、担当教科、連絡先等)を使用させていただきます。

平成22年度　教師海外研修応募用紙

ふりがな

氏   名

本人現住所

性  別

□男性　 □女性 　19　　 　年　　　月　　　日

生 年 月 日

※パスポートに記載してあるものと同じローマ字表記をご記入ください。

□ある                  □なし

できない

私は募集要項記載事項をすべて承諾し、この研修の参加を申し込みます。
また本事業に関連して撮影された写真および、事業の結果作成された著作物について
JICAが広報目的で使用することを承諾の上、申し込みます。

写真添付

詳しくお書きください。

　英        語

簡単な
日常会話



  1.開発教育について

①「開発教育」という言葉をご存知ですか。 □はい(→②をお答えください) □いいえ(→③をお答えください)

②ご自身の授業等で開発教育、またはそれに類似する教育活動をどのように行っているか具体的にお書きください。

③開発教育とはどのような教育活動であるか、ご自身の考えをお書きください。(ねらい、目指すもの、手法などについて)

　　

 2.教育現場における、参加型(または体験型)学習について、ご自身の考えをお書きください。(開発教育等問わず)

〔その授業実践、授業実施教案等がありましたら具体的に説明してください。　またそれによって得られた学習効果、教育成果等についても記載してください。〕

＜理由＞

以上の理由により、上記のものを、独立行政法人国際協力機構主催の教師海外研修に参加することを推薦します。

学校名 職務　 氏名 ㊞

　 ※記入スペースが不足する場合は、適宜、任意の用紙を用いてください。

  3.海外研修(事前事後研修含)の経験を児童/生徒に対して、どのような授業で行い、また同僚や地域社会に対し
てどのように活かしていかれるのか、現在お考えのビジョンや帰国後の計画、手法等を具体的にお書きください。

 所属する学校長・教頭、もしくは所属長の推薦の言葉をご記入ください。
       （本欄は管理職に参加希望を認知いただいていることの確認のためにご記入いただいています。）

 

  4.上記3.の教育活動を実際に行おうとする際に、学校現場でその支障となることがあるとすれば、それはどのよう
なことですか。その支障を取り除くには、ご自身として、どのようなことをする必要があるとお考えですか。

福島県教育委員会の承認研修の扱いを　　　　　　□　受ける　　　　　　　□　受けない(休暇を取得して参加する)
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